
ゼ
ミ
旅
行

10
月
12
日
～
15
日
に
九
州
へ
フ
ェ
リ
ー

泊
含
む
3
泊
4
日
の
ゼ
ミ
旅
行
に
行
き
ま
し
た
．
初
日

は
鹿
児
島
の
志
布
志
港
へ
向
か
い
，
九
州
で
の
1
日
目

は
鹿
児
島
の
道
の
駅
「
垂
水
湯
っ
た
り
館
」
に
立
ち
寄

り
，
2
日
目
は
，
石
橋
記
念
公
園
，
仙
厳
園
な
ど
に
赴

き
，
日
ご
ろ
の
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
．
最
終
日
に
は
宮

崎
県
に
移
り
，N

E
X

C
O

西
日
本
が
管
理
し
て
い
る
，

ロ
ッ
キ
ン
グ
ピ
ア
補
強
現
場
，
国
富
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
の
建
設
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
．

就
職
先
（
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年
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）
エ
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ッ
ジ
株
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会
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株
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会
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フ
ラ
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ス
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株
式
会
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大
林
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西
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本
高
速
道
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株
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会
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30
年
度)

株
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エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

株
式
会
社
，
川
田
工
業
株
式
会
社
，
髙
田
機
工
株
式
会
社
，
日
本
フ
ァ
ブ

テ
ッ
ク
株
式
会
社
，
株
式
会
社
横
河
ブ
リ
ッ
ジ
，
株
式
会
社
横
河N
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エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

ぶ
ら
土
木

令
和
元
年
度
第
一
回
は
，
6
月
14
日
に
，
卒

業
生
の
別
所
さ
ん
案
内
の
元
，
和
歌
山
県
恋
野
橋
の
送
り
出

し
架
設
を
見
学
し
ま
し
た
．
第
二
回
は
，
6
月
28
日
に
上
阿

口
橋
の
床
版
取
替
工
事
お
よ
び
床
版
下
面
の
腐
食
状
況
を

見
学
し
，
維
持
管
理
の
重
要
性
を
実
感
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
．
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
見
学
は
普
段
の
机
の
上
で
の
勉
強

や
研
究
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
加
え
て
く
れ
る
よ
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
．

第2回 上阿口橋

平
成
30
年
3
月
に
は
7

人
が
卒
業
さ
れ
，
ま
た
4

月
に
は
特
任
教
授
と
し
て

古
田
均
教
授
，
ド
ク
タ
ー

1
人
，
修
士
一
回
生
5
人
，

学
部
四
回
生
5
人
，
研
究

生
1
人
が
研
究
室
に
加
わ

り
，
よ
り
活
気
あ
ふ
れ
る

研
究
室
と
な
り
ま
し
た
．

研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
は
左

の
表
の
通
り
で
す
．
全
員

で
協
力
し
，
研
究
室
と
し

て
素
晴
ら
し
い
成
果
を
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
，
一
致

団
結
し
て
頑
張
り
ま
す
．
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和
元
年
7
月
19
日
発
行

牛
根
大
橋
＋
桜
島

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

平
成
30
年
度
関
西
鋼
構
造
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
本
学
に
て
開
催
さ
れ
，
主
催
校
と

し
て
準
備
や
運
営
を
行
い
ま
し
た
．
今
大
会
は
第
40
回

記
念
大
会
と
い
う
こ
と
で
，
様
々
な
大
学
や
企
業
の

方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
，
こ
れ
ま
で
の
大
会
の
歴

史
等
を
記
録
し
た
記
念
史
を
作
成
し
ま
し
た
．

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
成
績
は
，
予
選
リ
ー
グ
を
突
破
し

6
位
と
い
う
結
果
で
し
た
．
余
興
の
部
で
は
，
他
大
学

を
圧
倒
し
て
3
年
連
続
優
勝
を
飾
り
豪
華
賞
品
を
獲
得

し
ま
し
た
．

博
士

⚫

鋼
製
橋
脚
を
有
す
る
高
架
橋
の
解
析
モ
デ
ル

に
関
す
る
検
討(

上
野)

⚫

仮
桟
橋
部
材
を
用
い
た
緊
急
橋
の
高
力
ボ
ル
ト

引
張
接
合
を
活
用
し
た
桁
連
結
構
造
に
関
す

る
研
究(

岑
山)

⚫

高
力
片
面
施
工
ボ
ル
ト
を
用
い
た
一
面
摩
擦

接
合
継
手
に
関
す
る
研
究(

郎)
⚫

腐
食
劣
化
の
生
じ
た
鋼I

桁
橋
の
橋
梁
シ
ス
テ
ム

冗
長
性
を
考
慮
し
た
合
理
的
な
補
強
方
法
に

関
す
る
研
究(

有
村)

⚫

高
力
ボ
ル
ト
エ
ン
ド
プ
レ
ー
ト
接
合
の
高
強
度

化
お
よ
び
簡
易
設
計
法
の
提
案(

杉
本)

⚫

半
幅
員
施
工
に
よ
る
既
設
合
成
桁
の
床
版
更

新
手
法
に
関
す
る
研
究(

松
本)

⚫

鋳
鉄
床
版-

主
桁
間
に
お
け
る
テ
ー
パ
ー
付
き

高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
継
手
の
力
学
的
挙
動

に
関
す
る
研
究(

白
井)

修
士
一
回
生

⚫

ス
タ
ッ
ド
配
置
に
直
目
し
た
主
桁
と
ハ
ン
チ
，
間

詰
モ
ル
タ
ル
を
有
す
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
床
版
接
合

部
の
ず
れ
挙
動
に
関
す
る
研
究(

浅
野)

⚫

曲
線
箱
桁
橋
の
水
平
補
剛
材
省
略
構
造
に
関

す
る
研
究(
足
立)

⚫

引
張
荷
重
作
用
下
で
施
工
し
た
高
力
ボ
ル
ト

摩
擦
接
合
当
て
板
の
力
学
的
挙
動
に
関
す
る

基
礎
的
研
究

(

神
野)

⚫

ボ
ル
ト
配
置
間
に
着
目
し
た
高
力
ボ
ル
ト
摩
擦

接
合
継
手
の
支
圧
限
界
強
度
に
関
す
る
実
験

的
研
究(

佐
倉)

⚫

リ
ベ
ッ
ト
継
手
の
高
力
ボ
ル
ト
置
き
換
え
に
よ

る
補
修
，
補
強
工
法
に
関
す
る
研
究(
陳)
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(

9
月
4
日
～
7
日)

ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

工
科
大
学
お
よ
び
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
連
邦
軍
大
学
で

開
催
さ
れ
，
4
人
の
学
生
が
発
表
し
ま
し
た
．

・
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N
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tes

(

9
月
19

日
～
21
日)

フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
ト
に
て
開
催
さ

れ
，
森
山
先
生
と
杉
本
が
発
表
し
ま
し
た
．
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G
(

10
月
24
日
～
28
日)

中
国
の
上
海
に
て
開

催
さ
れ
，
郎
が
発
表
し
ま
し
た
．

日独での発表

海
外
活
動

関西鋼構造ソフトボール大会第40回記念行事実行委員会

関西鋼構造ソフトボール(野球)大会

第40回記念大会

40回記念冊子

卒
業
生
教
員
の
動
向

平
成
29
年
10
月
1
日
に
森
山
先
生
が
熊
本
大
学

大
学
院
先
端
科
学
研
究
部

社
会
基
盤
環
境
工
学
部

助
教
に
採
用
さ
れ
，
土

木
建
築
学
科

構
造
力
学
研
究
室
へ
異
動
し
ま
し
た
．
平
成
30
年
4
月
1
日

に
は
，
松
村
先
生
が
熊
本
大
学
大
学
院

教
授
に
採
用
さ
れ
，
同
研
究
室
に

異
動
し
ま
し
た
．


